
光CDMを用いた次世代ブロードバンドアクセスネットワーク

○私たちの研究の主要な目標は、次世代ブ
ロードバンド光アクセスネットワークのた
めの新しい多重化通信技術の開発と機能解
析です。時分割多重(TDM)や波長分割多重
(WDM)などの従来の多重技術より多くの利
点を持っていると立証されていて、多くの
ユーザのための完全に非同期なアクセスと
の超高速接続や、より少ないネットワーク
コーディネートや、強いセキュリティなど
の特長を持つ符号分割多重光通信(光CDM)
の技術に、私たちは特に焦点を合わせて研
究を進めています。

この研究で解決すべき問題は以下の通りです。

① 様々な条件のもとでシステム性能を分析す
ることによって、アクセスネットワーク
において、光CDMを採用する要件を特定
すること。

② システム性能を改良するテクニックとデザ
インを提案すること。

③ アクセスネットワークにおいて、最適な性
能を達成する光CDMのためのアーキテク
チャの設計。

④ 光CDMアクセスネットワークのデータ・
リンク層のためのアルゴリズムとプロト
コルを開発すること。

○インターネットはWeb2.0アプリケーション
の採用に伴い、二世代へと前進しています。

またWebTV、VOD(見たいビデオをすぐに
見るサービス)、テレビ会議、オンラインゲー
ムなどの新しい広域サービスの舞台にもなっ
ています。そのため、ラストマイルアクセス
ネットワークにおけるユーザ当たり Gb/sの
超高速アクセスが、近い将来実現を期待され
ています。

○光CDMの主要な狙いは広帯域光アクセス
ネットワークのための多元アクセスを提供す
ることです。この他、光CDM技術は、光
ファイバーの通信速度を最大限利用するため、
LAN (ローカルエリアネットワーク) に適用
出来ます。

○アクセスネットワークでは低価格であること
が第一に要求されます。バックボーンネット
ワークで現在実用化されている時分割多重は
高速信号を取り扱う電気回路の技術的問題、
波長分割多重では高価な部品の使用と厳密な
温度安定化という問題のため、システム価格
の上昇は避けられません。符号分割多重はこ
れらの問題を回避出来る技術で、より低価格
で実現できるため光アクセスネットワークで
期待されています。
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